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5月2日に八潮消防署において発隊式を行い、各隊員に「高度救助隊隊員章」が授与されました。隊員を代表

して高度救助隊長が「これまでの伝統と誇りを継承し、人命救助という崇高な使命と高い志を胸に、市民の

皆様の期待と信頼に応えるべくまい進してまいります。」と決意表明をしました。（関連記事2面に掲載）
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「高度救助隊」が発足しました!!
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高度救助隊とは ?
　高度救助隊は、人命の救助に関する専門的かつ高度な教育を受けた隊員と高度救助資機材等を整備し

た救助工作車で編成された部隊です。

　新潟県中越地震やJR福知山線脱線事故などを受け、大規模災害時の救助体制強化を図るため、平成

18年度に東京都と政令指定都市に特別高度救助隊を、中核市等に高度救助隊を設置することが国で定め

られました。

　草加八潮消防局では、平成28年4月の広域化により、管轄人口規模が30万人を超えたことから、消防

力の強化を図るため、高度救助資機材等を積載できる救助工作車（Ⅲ型）を平成28年度に更新整備し、

八潮消防署に配備しました。これにより、従来同署に配備していた特別救助隊を高度救助隊に格上げ編

成しました。

草加八潮消防組合議会が開催されました
主な内容は、以下のとおりです。

◆平成29年第1回定例会（3月30日）

条例5件、予算1件（平成29年度一般会計）が審議され、いずれも原案可決となりました。

■ 平成29年度　組合予算の概要

■ 歳入 ■ 歳出

一般会計　当初予算 … 36億7,400万円

平成29年度の主な施策

消防力適正配置等調査委託

はしご自動車等、常備消防車両の購入（合計4台）

警防本部情報表示システム変更委託

450万円

2億832万円

748万円

34億6,208万4,000円

412万2,000円

758万1,000円

891万3,000円

1億9,130万0,000円

36億7,400万0,000円

分担金及び負担金（2市からの負担金）

使用料及び手数料

国庫支出金

財産収入・寄附金・繰越金・諸収入

組合債

94.23％

0.11％

0.21％

0.24％

5.21％

100.00%

歳入内訳 予算額 構成比率

歳入合計

250万3,000円

3,708万6,000円

36億2,905万1,000円

36万0,000円

500万0,000円

36億7,400万0,000円

議会費

総務費

消防費（消防救急業務に必要な経費）

公債費

予備費

0.07％

1.00％

98.78％

0.01％

0.14％

100.00%

歳出内訳 予算額 構成比率

歳出合計

分担金及び負担金
（草加市及び八潮市からの負担金）
34億6,208万4千円

94.23%

消防費
（消防救急業務に必要な経費）
36億2,905万1千円

98.78%

組合債
1億9,130万円
5.21%

その他
2,061万6千円
0.56%

その他
4,494万9千円
1.22%
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熱中症に気を付けましょう !

夏に向けて、熱中症になる人が増えてきます。
熱中症を知って、しっかり予防し、楽しい夏を
過ごしましょう！

   

■ 熱中症予防のポイント
　 ● エアコンや扇風機を上手に使いましょう！
　 ● のどが渇かなくてもこまめに水分補給！
　 ● 無理をせず、適度に休憩を！
　 ● 栄養バランスの良い食事と体力づくりを！
　 ● 外出の際は体をしめつけないよう涼しい服装で、日よけ対策も!

■ こんな時はためらわずに救急車を呼びましょう
　 ● 自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強く、動けない場合
　 ● 意識がない（おかしい）、全身のけいれんがあるなどの症状を発見した場合

■ こんな時は？熱中症の分類と対処方法

■ 総務省消防庁では、消防や救急に関する情報をホームページ上でお知らせしています。
　 http://www.fdma.go.jp
● 熱中症予防のポイント動画 ● 救急受診ガイド

５分バージョン 15秒バージョン
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　消防団は、火災などが発生した際、自宅や職場から駆けつけ、消火活動・救助活動を行う組織です。消
防署は、常勤の職員が常時消防業務に専念しているのに対し、消防団員は、日頃各々の職業に専念する中

で、災害時には消防団員としてその対応に当たっています。消防団は、地域における消防防災のリーダーと

して、平常時・非常時を問わず地域の安全を守る重要な役割を担っています。ここでは、消防団が平常時に

は、どのようなところで活動をしているのか、その一部をご紹介します。

● 部の紹介（第3分団第2部）

　草加市消防団第3分団第2部は草加市稲荷町を拠点とし活動

を行っています。地元町会との連携を密にし、防災避難訓練へ

の参加や、毎年4月に行われる草加さくら祭りでは催物警備・

パトロール活動を担当しています。

　入退団者がいる場合は部内で歓送迎会を行うなど、団員一人

ひとりを大切にし、強固な絆で結ばれている精強な部隊です。

　平成28年度に行われた消防団夏季訓練で優秀な成績を修め

た部を紹介します。夏季訓練では、団員の体力錬成及び各個の

資質の向上を目的として、あらゆる災害に適切に対応する能力

を養うため、ポンプ操法大会を実施しました。各部から選抜され

た団員は、約1ヵ月に渡る夜間訓練を実施し、大会に臨みました。

草加市消防団 八潮市消防団

We are Fire Volunteer!!

● 第2分団第4部

　自動車ポンプの部で優勝したのは、第2分団第4部です。自

らの仕事が忙しい中訓練に励み、本番では連携の取れたチーム

ワークで素晴らしい操法を披露しました。

　指揮者の峯岸晃之団員は、隊員に的確な指示を出し、全体を

まとめました。

● 第1分団第3部

　小型積載車の部で優勝したのは、第1分団第3部です。指揮者の

塩崎享哉班長が、隊員を引っ張り、ベテランの貫禄を見せました。

　隊員の飯山昌樹団員、高橋竜司団員、大塚英司団員も、無駄

のない動きで日々の訓練の成果を見せました。

● 部の紹介（第4分団第1部）

　草加市消防団第4分団第1部は草加市中根町を拠点とし活動

を行っています。草加市消防団全15の部の中で最も人員が多

く、活動的な部隊です。

　平成28年11月に行われた特別点検では消防演技（救出救護

訓練）を担当し、多くの御来賓、他団員の見守る中、節度ある

訓練を実施し、その力を存分に発揮しました。

再生紙を使用しています


